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配 筋 要 領 

 

１．主鉄筋の最大間隔は＠250mm 以内として構造計算より求める。 

２．配力筋の最大間隔は＠300mm 以内として主鉄筋の 1/4 以上を主鉄筋と直角に配置するこ

と。（主鉄筋の倍間隔、一段落ちサイズを目安として鉄筋量を求めること） 

３．定着長さ部材軸線より起算する。 

４．構造計算上ハンチ筋を考慮した場合、壁または床版の部材軸線より所定の定着長さを確

保する。 

上記以外のハンチ筋は主鉄筋の倍間隔、同サイズを標準として各部材の外囲鉄筋位置ま

で配置する。 

５．開口部補強筋は主鉄筋と同サイズとする。 

６．開口部が直径Ｄ＞0.90m または、Ｄ＝0.90m と同面積以上の矩形開口部には、図－４に示

す鉄筋Ｆ１を配力筋間隔、配力筋サイズで配置する。 

７．鉄筋の定着及び継手長 

鉄筋の基本定着長は次式で算出する。 

ａ．引張鉄筋の場合 

 

 

φ：主鉄筋の直径 

σｓａ：鉄筋の許容応力度 

τ０ａ：コンクリートの許容付着応力度 

b．圧縮鉄筋の場合 

Ｌ′＝ 0.8Ｌ 

 

参考 ＳＤ295・21Ｎの場合                 （単位：mm）  

 10 13 16 19 22 25 29 32 

引張鉄筋 300 400 500 600 700 750 900 1,000 

圧縮鉄筋 250 350 400 500 550 600 700 800 

（注）１．配力筋は、引張鉄筋の継手長とする。 

   ２．フックがある場合は別途考慮する。 
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